
2003年出上の木簡

富
山
。将
樹
餌
腿

・
輯
蹴
夢
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
碁昌
山
市
水
橋
清
水
堂

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
三
年
度
調
査
　
一
一〇
〇
三
年

（平
１５
）
一
〇
月
―

二
〇
〇
四
年
二
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
一昌
山
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
鹿
島
昌
也

・
安
達
志
津

。
稲
垣
裕
二

５
　
遺
跡
の
種
類
　
集
落
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
平
安
時
代
末
―
南
北
朝
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

水
橋
金
広

。
中
馬
場
遺
跡
は
、
富
山
市
東
部
の
富
山
平
野
に
位
置
す
る
集
落

跡
で
、
二
〇
〇
三
年
度
調
査
で

は
平
安
時
代
末
か
ら
南
北
朝
時

代
の
溝
、
掘
立
柱
建
物
、
井
戸
、

作
業
場
と
推
定
さ
れ
る
方
形
竪

穴
状
遺
構
な
ど
を
検
出
し
た
。

溝
に
は
、
幅
約
二
・
五
ｍ
深
さ

∋

約
〇
・
六
ｍ
の
大
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五

名
　^
や
、
居
住
地
を
方
形
に
区
切
る

幅
○

・
七
ｍ
深
さ
○

・
二
ｍ
の

区
画
溝
が
あ
る
。
大
溝
Ｓ
Ｄ
〇
五
か
ら
は
二
点
の
木
簡
の
ほ
か
、
漆
器
、
箸
状

木
製
品
な
ど
多
数
の
木
製
品
、
珠
洲
焼
、
土
師
器
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。
漆

器
は
小
皿
が
多
く
、
亀
甲
紋
と
四
つ
か
た
ば
み
、
桐
と
竹
な
ど
の
文
様
が
精
緻

に
描
か
れ
て
い
る
高
級
品
で
あ
る
。
区
画
溝
か
ら
は
珠
洲
焼
、
土
師
器
の
ほ
か
、

青
磁
、
白
磁
、
越
中
で
は
珍
し
い
土
師
器
の
脚
付
き
鍋
な
ど
が
出
土
し
て
い
る
。

掘
立
柱
建
物
は
二
間
×
三
間
以
上
な
ど
三
棟
以
上
が
存
在
し
、
柱
根
が
遺
存

し
て
い
る
も
の
も
多
く
あ
っ
た
。
柱
は
角
柱
の
角
を
面
取
り
し
、
丁
寧
に
加
工

し
て
い
る
。
井
戸

一
四
基
の
う
ち
、
縦
板
組
隅
柱
横
桟
止
め
な
ど
の
何
ら
か
の

施
設
を
持
つ
も
の
が
三
基
、
他
は
素
掘
り
井
戸
で
あ
っ
た
。
縦
板
組
隅
柱
横
桟

止
め
の
井
戸
か
ら
は
短
刀
、
無
紋
の
漆
塗
椀
が
出
土
し
て
い
る
。
木
簡
は
直
径

Ｏ

。
九
五
ｍ
深
さ
○

・
九
五
ｍ
の
素
掘
り
井
戸
Ｓ
Ｅ
Ｏ
五
か
ら
二
点
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

。
内
容

湾
Ｓ
Ｄ
〇
五

側
　
・　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
○
□

□
　
○
○
　
○
○
　
○
○
　
○
○
　
○
○
辟
○
○
　
○
○

。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
□□

（∪
×
Ｏ
］
じ
×
や
　
ｏ
∞
岸

②
　
・○
　○○
　○○
岡釦釦呻○○
　○○」　
　
　
　
　
　
・７９

（∪
×
含
『
じ
×
］

ｏ
∞
Ｐ



井
戸
Ｓ
Ｅ
〇
五

〔金
力
〕

０
　
。
□
□

。
□
□

④
　
。
（符
篠
）
□

。
（符
篠
）

（
卜
の
）
×
中
『
×

ｒ
］
　
ｏ
∞
岸

（
Ｎ
ω
）
×
］
『
×

∵
い
　
ｏ
∞
Ｐ

ω
は
上

。
下
端
と
も
欠
損
、
左
右
も
割
れ
て
い
る
。
②
は
上
端
と
左
右
が
欠

損
し
て
い
る
。
ω
②
と
も
に
直
径
五

・
五
ｍｍ
の
○
印
が
二
個

一
組
で
記
さ
れ
て

い
る
。
①
②
は
同

一
簡
の
断
片
と
思
わ
れ
る
が
、
接
続
関
係
は
不
詳
で
あ
る
。

ま
た
、
い
の
文
字
の
向
き
か
ら
す
る
と
、
横
材
で
あ
る
。

③
は
上

。
下
端
と
も
切
損
す
る
。
両
面
と
も
文
字
が
あ
る
が
判
読
で
き
な
い
。

い
の
上
端
は
腐
食
し
て
い
て
原
形
を
無
つ
か
ど
う
か
判
然
と
し
な
い
。
側
辺
に

切
り
込
み
ら
し
き
も
の
も
あ
る
が
は
っ
き
り
し
な
い
。
表
の
文
字
は
、
「
戸

（し
か
ば
ね
）」
を
も
つ
の
文
字
、
な
い
し
符
篠
の
可
能
性
が
あ
る
。

な
お
、
釈
読
に
あ
た
つ
て
は
、
奈
良
文
化
財
研
究
所
の
渡
辺
晃
宏
氏
、
山
本

崇
氏
の
ご
教
示
を
得
た
。
写
真
は
、
同
研
究
所
の
中
村

一
郎
氏
に
よ
る
。

（安
達
志
津
）
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